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「それでこそロータリー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソングリーダー 亀井 麻也会員 
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こんにちは、11月最終例会で「ロータリー財団月間

に因んで」長江委員長に報告をうけますので協力お

願い致します。少し自分自身の最近の状況を話した

いと思います。それは、身体能力の低下ですが一般

的に老化現象で片付けられてしまいますが“物忘れ

が多くなる”“記憶力の低下”体力、筋力の低下、

等年齢を増すごとに感じます。 

 

 

 

われわれの周りでの高齢化が進んでると感じます。

このような老化現象を止めることはできませんが少

しでも遅らせる努力が必要と思います。それには、

「運動をする」「身体を鍛える」「何事にも興味を

持つ」「目標を持った行動」「不得手なことに挑戦

する」「食べ物、飲み物」にも、気を使う、等のほ

かにもあると思いますが、今一番おそれているのが

「認知症」いろんな脳軟化症に、最後に、ロータリ

ーの参加がひとつの薬かな。と、何かいい薬があっ

たら教えて下さい。人生 100才の時代へ 

 

 

 

・・・・幹 事 報幹 事 報幹 事 報幹 事 報 告告告告    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

****    釧路ベイＲＣより会報と 12 月例会プログラム並

びに釧路東・釧路西・釧路北各ロータリークラブ

より 12 月例会プログラム案内を拝受しておりま

す。 

****    第 4回日台ロータリー親善会議への参加、ご案内

が来ております。開催日は 2014年 1月 26日（日）

で登録料は会員 15,000円・家族 10,000円で来て

いますが 3日間と 4日間のツアーがあり、第 1次

締切日が来月12月27日（金）となっております。

ＪＴＢのプランと料金が記載されております。 

****    11月 1日第 1例会と 11月 22日の第 4例会で報告

しました、2014年国際ロータリー次年度シドニー

大会参加の登録および、チケット申込書式と登録

手続き方法の案内が来ております。 



****    2013年 12月のロータリーレートは 1ドル＝100

円です。年内にご寄付を予定されている会員の方

は 12月 20日までにとお願いのご連絡と、寄付送

金明細書が届いております。以上回覧板に載せて

有ります。 

 

 

・・・・委員会報告委員会報告委員会報告委員会報告 

親睦委員会親睦委員会親睦委員会親睦委員会    

・本日のニコニコ献金 

 小川 拓也会員  入会記念祝として 

 

 

 

・本日のプログラム・本日のプログラム・本日のプログラム・本日のプログラム    

「「「「    ロータリー財団月間に因んでロータリー財団月間に因んでロータリー財団月間に因んでロータリー財団月間に因んで    」」」」        
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◆長江長江長江長江    勉委員長勉委員長勉委員長勉委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月は財団月間です。ロータリー財団は、1917年に

基金として発足しました。 「世界で良いことをし

よう」 を標語として発展途上国への支援を目的と

しています。以前、ロータリークラブは、親睦団体

で慈善団体ではないとの意見が主流でしたが、ロン

D・バートン今年度ＲＩ会長は、はっきリロータリ

ークラブは「世界一の慈善団体」であることを強調

しております。この件につきましては意見の分かれ

るところでもございます。今年から始まった「未来

の夢計画」に賛同して頂けるよう卓話などを通じて

100＄の寄付を会員の皆様にお願いしたいと思いま

す。 宣しくお願い致します。私たちは世界で一番

恵まれた環境の中で生活をしていると思います。発

展途上国では、困っている人たちがたくさんいます。

我々の善意で多くの人たちが救われております。こ

のようにロータリー財団の寄付は大切に活用され

ております。 

今年度からスタートした「未来の夢計画」などにつ

いて私も余り詳しい知識を持っておりませんので、

PETS・地区協議会、第4分科会ロータリー財団・Ｖ

ＴＴなどの研修セミナーの報告書が届いておりま

すので、報告書などを基に発表させて頂きたいと思

います。若千重複するところもあるかと思いますが

宣しくお願い致します。 

 

笹谷笹谷笹谷笹谷    芳夫芳夫芳夫芳夫    ロータリー財団副委員長ロータリー財団副委員長ロータリー財団副委員長ロータリー財団副委員長    

報告書の中から報告書の中から報告書の中から報告書の中から    

昨今、「未来の夢計画」という名前がよく出てくる

と思いますが、中には初めて耳にする方もいるかと

思います。2013-2014 年全世界に約 530 地区ありま

す。 その全地区で、今まで三年間の試験期間とい

うのがありました。それを終えて、今年度7月 1日

より未来の夢計画というのが始まっております。突

然なぜロータリー財団にこういう計画が出てきた

のかと思われる方もいらっしゃると思いますが、決

してそういうことではないということをちょっと

説明させていただきたいと思います。未来の夢計画、

「Future Vision Plan.」FVPという呼ばれ方をして

います。2005年にロータリー財団の管理委員会とい

って、ほとんど RI 会長や日本では有名な小沢一彦

さんなどが管理委員を務めております。そこで未来

の夢計画という委員会を設置して、財団プログラム

を見直そうという取り組みです。これはよく3つの

入り口、18の出口という言い方をします。3つの入

り口というのは、年次基金寄付、要するにポールハ

リスフェローというみんなで毎年100ドルをという

ものです。それと恒久基金、ベネファクターです。

そしてポリオ・プラスや、マッチング・グラントな

どプログラムを指定して寄付する。この3つの寄付

は大きくは変わりませんが、財団のプログラムのほ

うを大きく変えていこうということです。そして主

たる目的が、持続性を重視するようにしようという

ことで2005年 11月に世界中にアンケートを実施い

たしました。これで約1万人がそれに対して答えま

した。これをベースにしていろいろな計画を練って

きました。2006 年 10 月、未来の夢計画を管理委員

で承認。それで規定審議会というのは日本全国 34

地区あるのですが、34地区すべての総まとめ役が昨

日シカゴに出かけた小船井さんであり、大変重責を



担っています。この規定審議会というのは国会や地

方議会、要するに決議機関です。そこで、この未来

の夢計画が採択されました。2008年 2月、これが承

認されました。一応 RI 理事会の下に財団があると

いうことでございます。RI理事会のほうでも承認を

もらいまして、約530地区の中から100地区を選考

して、試験期間にこの未来の夢計画を実際にやって

みてどうだったかということで選ばれました。2500

地区も立候補したのですが、当地区は選考から漏れ

ました。日本は3ゾーンありますが、 1ゾーンの中

から 2 地区、2 地区、2 地区と 6 地区がパイロット

地区として選孝されます。ではなぜこのようなこと

が必要なのかといいますと、当初ロータリー財団と

いうのは奨学金制度で始まりました。有名なところ

では、日本で二人目の財団奨学生だった緒方貞子さ

んがJICAの理事長をこの前やめられたと思います。

あの方が東京ロータリークラブ推驚で、日本人で二

人目の財団奨学生として派遣されました。今でもあ

らゆる場でロータリーの奨学生でアメリカに行っ

て、その後もいろいろな活躍するきっかけになった

ということは非常に感謝しております。また、ロー

タリーでも非常に誉であるということでいろいろ

な表彰をされております。この奨学金制度がだんだ

ん変質していきまして、日本ではロータリー財団奨

学金に金を使ってるんだという言い方をしますけ

ど、世界の体勢を見るとまるっきり180度違うので

すね。財団奨学生国際親善奨学生といいますけど、

これの世界の3分の1が日本から海外への派遣なの

です。残りはアメリカとイギリスで大半を占めると

いうことで、世界的に見ると隔たりが顕著になりす

ぎました。それから日本から特に多いのは、海外に

語学留学や音楽などの文科系奨学生が非常に多く

なりまして、本来の親善使節としての役割じゃなく

て自分を高めるためにといった傾向が強くなりま

した。だから見直しがスタートしたと考えてかまわ

ないと思います。 

最も重要視されていることに、持続性というものが

あります。ここが深く言えば決議 23－34 とまった

く逆行する話なのですね。持続性を持っては駄目だ

というのが決議23－34です。ですからRIや財団が

決議 23－34 を消したがっているというのはこうい

うことです。具体的に持続性というのは、補助金を

使った後もそのプロジェクトの影響が続くように

社会的、技術的、多面的に受け継がれる可能性。 

それから地元の力をもっと活用しようとか、環境を

悪化させない。多くの人のためになる。奨学生は単

に自分を高めるような奨学生ではなく、6 つの重点

分野に斬新的に貢献できる奨学生に絞ろうという

傾向です。そして地域、職場で影響力を発揮する。

それから草の根レベルでのグループの力を活用す

るようにしようというのが持続性ということの定

義です。先ほど言いました6つの重点分野というの

が、要するに人道的分野に大きく財団が舵をきった。

未来の夢計画というのは6つの重点分野に尽きると

思ってかまわないと思います。非常に日本にとって

は違和感の多い分類だと思います。まずは「平和と

紛争予防、紛争解決」。二番目に「疾病予防と治療」

ですが、これはいいです。それから「水と衛生」別

に日本全国どこでも水道の蛇口をひねれば飲める

水が出てきます。「母子の健康」。これも保健センタ

ーとかいろいろなところがございます。五つ目の

「基礎的教育と識字率向上」に至っては、日本は世

界で最高の読み書きできる国です。それから、「経

済と地域社会の発展」も日本は落ちぶれたとはいえ、

いまだに世界第三位のGNPを誇る国です。これはほ

とんど日本とはあまり関係ないテーマなのです。要

するに途上国、当初ロータリーのいろいろな財団も

含めてロータリーのある東西の国同士がお付き合

いする。例えば日本とアメリカ。アメリカとヨーロ

ッパ。ヨーロッパと日本。GSE なんかもそうですけ

ど、親睦といいますか友情効果のような事業のほう

が多かったのですけど、この未来の夢計画を契機と

して 180 度人道的分野に大きく舵をきったのです。

ここ15年ロータリー財団に関わっておりますけど、

国際ロータリーではなくて国際赤十字に限りなく

近づいた気がするような内容になっています。ポリ

オにしてもそうですね。ロータリー財団から発祥し

てRIのテーマになりましたけど、財団とRIの協同

プログラムという位置づけになっております。そし

て三つのプログラムがあります。一つは地区補助金。

これは皆さん方のいる地域の社会にいろいろもう

10 年以上になりますので地区補助金ということで

ご納得いただけるかと思います。これが三年前のポ

ールハリスフェローなどの年次寄付と、恒久基金

(ベネファクター)という基金の利息の 50%。当地区

ではだいたい年次寄付というのは年間 20 万ドル前



後なので、それの半分が返ってきますので 10 万ド

ルが返ってきます。その10万ドルのうちの50%とい

うことですから5万ドルですけど、葭本年度は4万

5000 ドルが地区補助金として自由に使えるという

ことになりました。それからグローバル補助金とい

うのが海外のクラブや地区と一緒にする事業です。

これは以前のマッチング・グラントとよく似ている

システムです。今年、今日ご出席ですが釧路ロータ

リークラブさんにタイとのマッチング・グラントを

一新していただきました。一つずつ各クラブにこう

いう事業に参加してもらうことによって、より草の

根的な事業にしていくのが使命だと考えておりま

す。 

当地区の DDF の振り分けですが、おおよそ年間 20

万ドルということで、平均うちは100ドルちょっと

なのですがそうすると 20 万ドルで。これはこの年

はちょっと少ないのですが、地区補助金として4万

5000 ドル、約 40 万円前後ですけど、今は円安です

ので実際に支給されるときはもう少し多くなるか

もしれません。それからグローバル補助金の資金と

して5万ドル準備するようにしています。地区補助

金の分区別の振り分けですがこれは過去の寄付実

績と会員数を両方かけ合わせて分区ごと分けた金

額です。これをガバナー補佐にどのような使い方を

するかと腐心しておりますが、地区の方針としては、

例えばどこかのクラブが今年 20 万円使いたいとい

ったときに、補助金だけでなく自分のクラブも 20

万円だし 40 万円の事業にするような使い方をして

いただきたい。これが地区財団委員会としての方針

であります。そのほかに、地区補助金の中で海外へ

の留学生に奨学金を当てることもできるのですが、

地区としては奨学金には当てないことにしました。

そのかわりといってはなんですが、地区内の進学希

望者で進学が困難な学生への奨学金を制度化する

ことにいたしました。それと地区財団委員会用の予

備資金 50 万円。これはいろいろな意味での調整が

必要なときにこのお金を使うというような予算を

増やしました。 

注意事項です。今度、未来の夢計画になってから補

助金管理セミナーに参加していないクラブは、地区

補助金とグローバル補助金を申請することはでき

ません。これは財団のほうのルールでそうなってお

ります。また、覚書(MOU)を提出していないクラブ

も中請はできません。それから財団寄付ゼロクラブ。

これは後で質疑応答の時間にでもお話ししますが、

これも原則申請資格は無しということになってい

ます。 

以上、笹谷ロータリー財団副委員長の報告でした。 

 

福井福井福井福井克美克美克美克美 VTT VTT VTT VTT チーチーチーチームリーダームリーダームリーダームリーダー    

報告書の中から報告書の中から報告書の中から報告書の中から    

昨年度までは、GSE 委員会ということでしたが今年

度からは VTT 委員会にかわります。VTT 委員会は、

私以外に4名の委員がおりまして、美幌と北見、清

里、旭川という5名体勢で今進めております。この

二年間、GSE 委員会は何をやっていたんだというこ

とになりますが、決して遊んでいたわけではありま

せん。一度足立ガバナーのときにGSE委員会をやろ

うかということだったのですが、先ほど笹谷さんか

らお話しがあったようにパイロット地区が全世界

で100地区、日本で3地区です。残念ながらこの2500

地区が選ばれなかったのですね。パイロット地区同

士だとVTTが試験的なプログラムとして実行できた

のですが、選ばれない地区と選ばれたパイロット地

区、3330地区はパイロット地区だったものですから。

いろいろな縛りがあって上手くいかないというこ

とから、とりあえず準備期間という形で前年度から

笹谷さんには 3330 地区に飛んでいただいて、現地

の情報を調査しながら今日の準備に至ってきたわ

けです。そして今回は、やっと話がまとまりまして

去年の 11 月に団員募集して VTT チームが派遣の段

取りができたという状況にあります。まず、職業研

修を通してお互いの職業人を派遣したり受け入れ

したり、そういう形で事業プログラムを行っていく

ことになります。新年度から夢計画が実施されると

いうことから、今までよりもっと計画的な財団実現

に向けて補助金制度がだんだん変わってきました。

そして職業研修チーム・VTT が使える新しい補助金

も出まして、一つ目に地区補助金、二つ目にグロー

バル補助金、三つ目にパッケージ・グラントとなっ

ています。新地区補助金は、今まではGSEのような

形のいろいろな職業の方たちが現地で交流を深め

たり、あるいはいろいろな事業をしたりすることが

できるのですが、グローバル補助金の場合と違って

海外のクラブや地区の協力といった必須条件がな

い。そしてなおかつ、人数や期限の制約もありませ



ん。これも前回のGSEよりは少しやりやすいのかも

しれませんね。今回は3万ドル以上の事業というこ

とで、グローバル補助金を使って3330地区とのVTT

チーム交換します。これもメンバーそれぞれ違う職

業でもかまわないですが、やはり重点目標を共通し

なければいけません。経済などを目的としていれば

いいですが、今回は医療に関することとして進めて

おりますので、ある程度共通した職業の方というよ

うになってきます。 

あとパッケージ・グラントなのですが、これも戦略

パートナーが重点分野のいずれかに関する活動を

提案して専門職業時に協力を手配するということ

ですから、VTT チームが現地に行って現地の職業人

の協力を得ながら一緒にやるという形なのです。こ

れもグローバル補助金のVTTチームとほとんど同じ

です。ただ、チームリーダーがグローバル補助金の

場合はどうしてもロータリアンじゃないと駄目で

はなく、事業内容によってはロータリアン以外の方

でもいいのです。ただし、その理由付けをきちっと

しなければいけない。パッケージ・グラントに関し

ては、必ずロータリアンのチームリーダーが行かな

くてはならないという縛りがあります。 

6 つの重点分野の中で、今回は「疾病予防と治療」

と「母子の健康」の二点を重点分野に選びました。

目的は先ほども言ったように、お互いの国や地域の

職業研修をもっと磨いていこうということです。 

そして VTT チームの条件ですが、昨年 11 月にガバ

ナー月信のほうで募集させていただきました。現在

は旭川、北見、帯広と募集をかけたところ、歯科医

療に関する職業に就いている方、歯科衛生士や歯科

技工士などから募集をいただきました。一応選考委

員会をきちっと開き、厳正に審査をさせていただき

まして大変優秀な方が揃っていただきました。年齢

制限は今まで GSE の場合 25～40 という縛りがあり

ましたが、VTTの場合は18歳以上で上限がありませ

ん。人数も、チームリーダーはロータリアンで少な

くとも1名、そして非ロータリアンのチームメンバ

ーが昨年までは3名となっていましたが、最近の資

料では2名以上と変更になりました。これはGSEの

場合はお互いに受け入れ派遣するのですけど、単年

度にやらなくても受け入れだけ、もしくは派遣だけ

で終わってもいいです。やはりー応お互いの話し合

いの中で受け入れ・派遣をすることになっています

ので、新年度は受け入れ、翌年度は派遣という形を

とらさせていただきます。 

2500地区としては、はじめてのVTTプログラムとな

ります。今のところ、8月11日からお盆体みを利用

して二週間の派遣を予定しております。事業名は歯

科医療チーム、相手国は 3330 地区のタイ。タイの

中でもプーケットの地域になります。向こうでの事

業内容ですが、歯科用ユニットの導入や小学校での

口腔検診、口腔衛生指導、歯磨き指導、歯科技工士

の技術指導など、あとは日本の歯科事情の紹介。向

こうにはこちらからハブラシなどいろいろ持って

いくことも計画立てています。やはり日本とは医療

関係のレベルはかなり開きがあり、我々が想像して

いる以上に悪いような状況です。歯医者に行けるこ

と自体が生活水準に違いがあるようです。だからほ

とんど一般の方は歯医者に行けないという状況が

続いています。4月 14日にチームメンバーがはじめ

て集まりまして、オリエンテーションさせていただ

きました。このあとも第二回、三回とオリエンテー

ションを進め、何とか無事に派遣をすることが出来

ました。以上、福井VTTチームリーダーの報告でし

た。 
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・・・・次回次回次回次回のプログラのプログラのプログラのプログラムムムム 

１２月６日（金） 

「 年次総会 」 

会場 釧路東急イン 12:30～ 

 担当：次年度会長・幹事 

・・・・点点点点 鐘鐘鐘鐘                                                        佐藤玄史会長 

今週の会報担当：長倉巨樹彦会員 


